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そよかぜの丘 事故防止対策委員会 活動内容

入
浴
支
援
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

2
０
２
０
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

異
動
等
で
新
た
な
職
場
で
実
践
し
て
い
く
職
員

も
多
々
い
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
と
も
今
ま
で
の
経
験
を
フ
ル
に
活
か
し
、

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
、
現
場
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
当
広
報
も
第
３
号
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
そ
よ
か
ぜ
の
家
に

お
け
る
生
活
介
護
・
生
活
支
援
事
業
の
提
供
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
「
入
浴
支
援
」
に
つ
い
て
で
す
。

入
浴
事
故
以
降
、
特
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

・
事
故
検
証
と
再
発
防
止
策

・
入
浴
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備

・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
用
い
た
内
部
勉
強
会

等
を
行
い
、
重
大
事
故
を
絶
対
に
起
こ
さ
ぬ
よ
う

日
々
取
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
入
浴
支
援
に
携
わ
る
職
員
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
く
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
も
時
間
の
経

過
と
と
も
に
、
個
々
の
支
援
が
、
慣
れ
か
ら
く
る

独
自
の
方
法
（
統
一
化
し
た
支
援
以
外
で
の
や
り

方
）
に
な
っ
て
し
ま
い
、
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
、
「
支
援
方
法
の

再
確
認
」
「
現
場
職
員
の
声
」
「
新
た
な
適
切
な

方
法
の
見
直
し
」
に
つ
な
が
り
、
一
層
の
安
全
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
1
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
、

そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

アンケートを実施した目的

社会福祉法人 そよかぜの丘
事故防止対策委員会 広報係

① 安全確保のための支援の統一化（マ
ニュアル通りのサービス提供）ができ
ているか確認

② 「現場の声」を抽出する
職員の入浴に関する課題・悩みを把握
（課題・悩みを抱いている場合は、改善
する）

③ 「安全なサービス提供」のために、積極
的に支援方法を見直し、周知の徹底を図
る

対象者

施設 そよかぜの家

対象者 日中活動支援課、生活支援課
において（兼務者も含む）、
入浴支援に携わっているもの

対象人数 21名

回収 21名（100パーセント）

実施日 2020年１月



アンケート集計結果から
今後の改善策

改
善
策

・今回のアンケート結果を生活支援だけでなく日中活動スタッフにも共有し、支援の統一化を図る
・身体的介助が必要な利用者の入浴について、不安があったため勉強会を実施する
・安全なサービス提供のために介助用サンダル（男性用は購入済み）や、介護用踏み台の購入をする
・利用者によっては「難しい・不安」な場合が多々あるので、その都度、臨機応変に応援職員を呼べるようにする
・ワイヤレスチャイムについて改めて場所や機能（防水のため安心して使用可）の周知を行っていく
・脱衣室、浴室ともに滑りやすく危険であることは、ADLの高さ関わらず、どの歩行可能の利用者でも転倒する
リスクが高くなる。既存の資源を使って（バスマット・手すり・職員の立ち位置等）転倒防止につとめていく。

副
委
員
長
近
江
よ
り

重要なこと（３つ）

先
日
行
っ
た
生
活
支
援
課
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書
を
共

有
し
た
と
こ
ろ
、
2
か
月
分
と
し
て
出
さ
れ
た
数
が
た
っ
た
12
件
で
し
た
。
事
業

上
、
不
特
定
多
数
の
利
用
者
が
日
々
利
用
す
る
中
で
こ
の
数
は
絶
対
に
少
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

「
そ
も
そ
も
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
っ
て
な
に
？
」

「
罰
則
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
報
告
し
た
く
な
い...

。
」

「
報
告
書
に
上
げ
る
基
準
は
？
」

と
い
う
声
を
度
々
耳
に
し
ま
す
。

定
義
は
「
寸
前
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
事
例
」
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
ミ
ス
が
あ
っ
て
も
未
然
に
事
故
を
防
げ
た
ケ
ー
ス
や
、
間

違
い
が
あ
っ
て
も
被
害
が
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
々
の
現
場
支
援
の
中
で
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
起
き
る
場
面
が
多
々
あ
る
中
、
そ

れ
を
、
「
あ
～
、
今
の
危
な
か
っ
た
な
。
で
も
結
果
的
に
何
も
な
く
て
よ
か
っ
た

～
。
」
と
、
自
己
完
結
で
見
過
ご
す
の
は
非
常
に
危
険
で
す
。

検
証
せ
ず
積
み
重
ね
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
か
ら
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
重
大
事

故
に
発
展
す
る
例
は
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
か
ら
み
て
も
周
知
の
事
実
で
す
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
検
証
し
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
る
こ
と
が
重
大
事

故
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
々
発
生
す
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
検
証
す
る
目
的
は
以
下
二
つ
で
す
。

①
重
大
事
故
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

②
支
援
員
の
安
全
面
に
関
す
る
支
援
技
術
の
向
上

ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
誰
も
が
適
切
に
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
組
織
作
り
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
出
し
や
す
い
チ
ー
ム
・
仕
組
み
作
り

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
職
員
の
ミ
ス
や
罰
則
で
は
な
く
、
重
大
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
貴
重
な
情
報
で
あ
る
と
い
う
前
向
き
な
認
識

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
へ
の
気
づ
き
の
力
を
つ
け
る
た
め
に
「
現
場
実
践
を
通
じ
た

支
援
員
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
危
険
予
知
訓
練
を
は
じ
め
と
し
た
、

勉
強
会
の
実
施
」

ハインリッヒの法則

ヒヤリハットを出しやすいチーム作りを
しましょう。
「チームワーク」を大切にし、発言しや
すい雰囲気作りを皆で作っていきま
しょう。

「気づきの力」をつけるには
①現場実践を通じて、支援員間でコ
ミュニケーションをとる
②定期的に内部勉強会を（危険予知
訓練等）を実施する

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
た
く
さ
ん
上
げ

て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
職
員
の
ミ
ス
や

罰
則
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
！

重
大
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
貴
重
な
情
報
で
す
。

1件の重大な事故の背景には、29件の軽微な事故があり、300
件の「ヒヤリハット事例」がある。
「1：29：300」。これをハインリッヒの法則と言い、「ヒヤ
リハット事例」を収集・共有・対策を練ることで、不安全行動
や不安全状態をなくなり、事故を減らすことができる。

→ヒヤリ・ハットを事故防止の入り口として考える・検証する

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
適
切
に

抽
出
で
き
て
ま
す
か
？


